
気候変動に対応した新規栽培品目研究セミナー 開催要領 

 

１ 目 的 

 近年の気候変動に伴う温暖化の影響により、あらゆる作物において収量や品

質の低下が見られており、産地では耐暑性のある品種への転換や高温障害を抑

制する技術の導入などが実施されている。一方で、長期的な気候変動に伴って、

作物の栽培適地の移動が予測されていることから、本県で生産事例が少ない品

目の導入に向けた検討を行うための研究セミナーを開催する。 

 

２ 主 催 

 一般社団法人とちぎ農産物マーケティング協会 

３ 日時及び場所 

 日 時：令和８（2026）年 11 月 24 日（火） 13：30～15：30 

 場 所：栃木県ＪＡビル３階 大研修室ＢＣ 

（栃木県宇都宮市平出工業団地 9-25） 

 

４ 内 容 

（１）農業における気候変動の影響と適応策（60 分） 

講師：農研機構 農業環境研究部門 気候変動適応策研究領域 

影響・適応策評価グループ 主任研究員 滝本 貴弘 氏 

（２）果樹における暑熱対策技術及び新規品目の可能性（15 分） 

  講師：栃木県農業総合研究センター 研究開発部 

     果樹研究室 部長補佐兼室長 鷲尾 一広 氏 

（３）全国における園芸品目の生産・需要動向（15 分） 

  講師：東京シティ青果株式会社 

     野菜第１部 部長 平田 実 氏 

（４）温暖化時代を先取りした新規品目いちじくの産地づくり事例（15 分） 

  講師：栃木県安足農業振興事務所 経営普及部 

     園芸課 課長 渡邉 浩樹 氏 

 

５ 参集範囲 

県内生産者、各 JA、JA 全農とちぎ、市町、県 等 


